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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 20,951 △29.2 5,954 22.7 5,967 21.9 2,718 18.5

2025年３月期第３四半期 29,577 54.9 4,851 64.2 4,894 59.1 2,294 121.6

（注）包括利益 2026年３月期第３四半期 3,892百万円（20.0％） 2025年３月期第３四半期 3,244百万円 （74.5％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 72.04 －

2025年３月期第３四半期 59.90 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 72,413 44,752 52.0

2025年３月期 72,177 42,265 50.2

（参考）自己資本 2026年３月期第３四半期 37,688百万円 2025年３月期 36,244百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 2.00 － 3.00 5.00

2026年３月期 － 5.00 －

2026年３月期（予想） 5.00 10.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,200 △23.6 7,000 18.9 7,000 17.9 3,000 144.3 79.91

１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

連結業績予想の修正については、本日（2026年２月３日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」

をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期３Ｑ 38,315,000株 2025年３月期 38,315,000株

②  期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 1,381,993株 2025年３月期 9,093株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 37,741,479株 2025年３月期３Ｑ 38,305,907株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　　(将来に関する記述等についてのご注意)

　本資料に記載されている業績見通し等将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注

意事項については、添付資料Ｐ.３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」

をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間における我が国の経済動向は、実質ＧＤＰ成長率の予測値で、ほぼ横ばいから微増と

鈍化する傾向が継続しました。依然として円安傾向にあり、インフレ率は３％前後と高い状況が続いています。こ

こに、企業の賃上げ率が低迷していることから、国内消費は節約志向が継続し、これが経済成長に対する重荷とな

っています。海外動向では、諸外国の関税政策が継続するとともに、外交問題等でも経済の不確実性が増し、予断

を許さない状況となっています。

このような経済動向の下、当社グループでは、マーケットの状況、競合の動向、顧客行動等の分析と洞察に基づ

き、組織能力と経営資源を最大限活用し、業績回復と企業価値向上を最優先課題ととらえ、事業活動を行いまし

た。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は20,951百万円（前年同期比29.2％減）、営業利益5,954

百万円（同22.7％増）、経常利益5,967百万円（同21.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2,718百万円

（同18.5％増）となりました。

また、当第３四半期連結累計期間の事業別の活動状況と経営成績は次のとおりであります。

【スポーツクラブ事業】

スポーツクラブ事業における当第３四半期連結会計期間末の店舗数は、95店舗となりました。2025年４月に豊田

店（愛知県豊田市）、2025年６月に西一之江店（東京都江戸川区）、2025年９月末で福井店（福井県福井市）、

2025年10月に座間林間店（神奈川県座間市）が閉店し、経営資源の選択と集中が進みました。

当社が運営する「ホリデイスポーツクラブ」では、新規会員の獲得を促進するため、入会から一定期間の月会費

を通常価格より抑えた新たな会員種別を展開しております。また、一部の店舗で月会費の見直しを行い、2023年の

価格改定の際に旧価格のまま据え置いておりました既存会員の会費を現行価格に統一しました。さらに、コストの

上昇に対応するため、月会費の価格転嫁の他にも省エネ効率の高い設備への更新、業務プロセスの見直しによる省

人化体制の構築といった、収益力強化の取り組みが費用の削減に大きく寄与しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間のスポーツクラブ事業の売上高は9,391百万円（前年同期比0.3％減）とな

りました。

【ホテル事業】

子会社であるＡＢホテル株式会社が運営する「ＡＢホテル」では、インバウンド需要を取り込むため海外系ＯＴ

Ａ（ＯｎｌｉｎｅＴｒａｖｅｌＡｇｅｎｃｙ）への露出を強化し、一部店舗でのウェルカムドリンクの無料提供な

どを行い、顧客満足度の向上と宿泊稼働率の適正化に努めました。また、人件費や資源価格の高騰に対応するた

め、自社清掃店舗を拡大するなどコストの削減を実施するとともに、レベニューマネジメントを行い、コスト増加

分を反映した販売価格の設定と、収益最大化を両立する施策を展開いたしました。

こうした取り組みの結果、前々期までに開業した既存34店舗の当第３四半期連結累計期間の平均宿泊稼働率は

85.0％（前年同期比0.6ポイント減）となりました。2025年９月には、福井県初出店となる「ＡＢホテル越前武

生」を出店し、新規開業店舗を含め運営店舗は37店舗となり、客室数は4,804室となりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間のホテル事業の売上高は9,518百万円（同16.5％増）となりました。

【不動産事業】

当社の不動産事業では、所有する主力の賃貸マンション「Ａ・Ｃｉｔｙ」で、入居者のニーズに合わせた設備の

充実やプランの設定など、満室経営に向けた施策を実施しました。当第３四半期連結累計期間において、2025年６

月に所有する賃貸マンションのうち１棟（80室）を売却し、所有賃貸マンション部屋数は、51棟（2,040室）とな

りました。また、2025年６月よりテナントビルTOSHO BLDG豊田が営業を開始しています。

この結果、当第３四半期連結累計期間の不動産事業の売上高は2,041百万円（前年同期比83.0％減）となり、前

年同期に収益用不動産の売却があった反動により大幅な減収となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ235百万円増加の72,413百万円となり

ました。主な要因は、繰延税金資産が293百万円、建物及び構築物が213百万円減少した一方、現金及び預金が627

百万円、営業未収入金が182百万円増加したためであります。

負債総額は、前連結会計年度末に比べ2,250百万円減少の27,661百万円となりました。主な要因は、長期借入金

（１年内返済予定を含む）が1,154百万円、短期借入金が721百万円、店舗閉鎖損失引当金が265百万円減少したた

めであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ2,486百万円増加し44,752百万円となりました。主な要因は、利益剰余金の

増加によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2025年５月13日に公表いたしました連結業績予想から修正しております。詳細に

つきましては、本日公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,214,983 21,842,530

売掛金 687,310 671,681

営業未収入金 143,939 326,832

商品 6,737 5,229

貯蔵品 33,391 49,203

その他 345,287 345,882

貸倒引当金 △710 △1,510

流動資産合計 22,430,939 23,239,850

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 56,285,211 56,588,970

減価償却累計額 △25,083,447 △25,600,706

建物及び構築物（純額） 31,201,764 30,988,263

機械装置及び運搬具 2,006,234 2,007,817

減価償却累計額 △1,540,757 △1,600,585

機械装置及び運搬具（純額） 465,477 407,232

工具、器具及び備品 1,607,366 1,655,030

減価償却累計額 △1,455,576 △1,466,489

工具、器具及び備品（純額） 151,790 188,540

土地 11,051,308 11,218,102

リース資産 4,817,656 4,961,922

減価償却累計額 △1,967,992 △2,131,115

リース資産（純額） 2,849,663 2,830,806

建設仮勘定 772,335 723,701

有形固定資産合計 46,492,339 46,356,646

無形固定資産 73,580 66,796

投資その他の資産

繰延税金資産 557,881 264,028

その他 2,630,004 2,496,946

貸倒引当金 △11,760 △11,760

投資その他の資産合計 3,176,125 2,749,215

固定資産合計 49,742,046 49,172,658

繰延資産

社債発行費 4,858 883

繰延資産合計 4,858 883

資産合計 72,177,844 72,413,392

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,557 1,213

短期借入金 721,000 －

１年内償還予定の社債 5,000,000 5,000,000

１年内返済予定の長期借入金 3,958,336 3,040,466

未払法人税等 1,213,134 1,003,743

賞与引当金 123,710 59,250

役員賞与引当金 21,180 22,470

店舗閉鎖損失引当金 265,531 －

その他 3,148,996 3,237,735

流動負債合計 14,453,444 12,364,877

固定負債

長期借入金 8,697,729 8,460,961

リース債務 2,539,284 2,507,400

役員退職慰労引当金 877,460 894,020

退職給付に係る負債 123,682 124,294

資産除去債務 3,060,265 3,017,974

その他 160,178 291,692

固定負債合計 15,458,601 15,296,343

負債合計 29,912,045 27,661,221

純資産の部

株主資本

資本金 1,580,817 1,580,817

資本剰余金 2,295,784 2,295,784

利益剰余金 32,363,392 34,780,025

自己株式 △8,148 △977,662

株主資本合計 36,231,846 37,678,964

その他の包括利益累計額

退職給付に係る調整累計額 12,581 9,230

その他の包括利益累計額合計 12,581 9,230

非支配株主持分 6,021,370 7,063,976

純資産合計 42,265,798 44,752,171

負債純資産合計 72,177,844 72,413,392
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

売上高 29,577,082 20,951,119

売上原価 23,201,155 13,693,877

売上総利益 6,375,927 7,257,242

販売費及び一般管理費

販売手数料 337,568 322,502

役員報酬 196,505 196,780

役員賞与引当金繰入額 14,120 22,230

役員退職慰労引当金繰入額 17,770 17,430

給料及び賞与 271,919 265,048

賞与引当金繰入額 7,440 4,160

退職給付費用 2,337 2,585

その他 676,800 471,819

販売費及び一般管理費合計 1,524,460 1,302,556

営業利益 4,851,466 5,954,686

営業外収益

受取利息 1,784 15,562

受取配当金 2 1

受取手数料 78,909 79,316

受取賃貸料 38,681 45,075

持分法による投資利益 41,454 －

雑収入 31,565 18,829

営業外収益合計 192,397 158,786

営業外費用

支払利息 90,874 101,524

雑損失 58,209 44,903

営業外費用合計 149,083 146,427

経常利益 4,894,780 5,967,044

特別利益

固定資産売却益 － 43,322

資産除去債務戻入益 － 69,304

店舗閉鎖損失引当金戻入額 － 5,938

関係会社株式売却益 89,487 －

特別利益合計 89,487 118,564

特別損失

固定資産除却損 3,020 1,345

投資有価証券売却損 55,098 －

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 13,359

その他 3,659 －

特別損失合計 61,778 14,705

税金等調整前四半期純利益 4,922,489 6,070,903

法人税、住民税及び事業税 1,499,623 1,880,079

法人税等調整額 175,099 295,357

法人税等合計 1,674,722 2,175,437

四半期純利益 3,247,766 3,895,465

非支配株主に帰属する四半期純利益 953,368 1,176,516

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,294,398 2,718,949

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

- 6 -

㈱東祥（8920）　2026年３月期第３四半期決算短信（連結）



（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

四半期純利益 3,247,766 3,895,465

その他の包括利益

退職給付に係る調整額 △3,264 △3,351

その他の包括利益合計 △3,264 △3,351

四半期包括利益 3,244,501 3,892,114

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,291,133 2,715,597

非支配株主に係る四半期包括利益 953,368 1,176,516

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

スポーツクラブ

事業
ホテル事業 不動産事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 9,414,835 8,147,554 9,982,752 27,545,142 － 27,545,142

その他の収益 － 23,310 2,008,630 2,031,940 － 2,031,940

外部顧客への売上高 9,414,835 8,170,864 11,991,382 29,577,082 － 29,577,082

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 25,335 19,656 44,992 △44,992 －

計 9,414,835 8,196,200 12,011,039 29,622,075 △44,992 29,577,082

セグメント利益 308,201 3,213,918 1,328,267 4,850,386 1,080 4,851,466

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

スポーツクラブ

事業
ホテル事業 不動産事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 9,391,240 9,495,024 927,606 19,813,871 － 19,813,871

その他の収益 － 23,310 1,113,938 1,137,248 － 1,137,248

外部顧客への売上高 9,391,240 9,518,334 2,041,544 20,951,119 － 20,951,119

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 16,889 23,050 39,939 △39,939 －

計 9,391,240 9,535,223 2,064,594 20,991,059 △39,939 20,951,119

セグメント利益 1,168,710 4,043,072 741,822 5,953,606 1,080 5,954,686

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益の調整額1,080千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益の調整額1,080千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2025年５月14日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,372,900株の取得を行いました。この結果、

当第３四半期連結累計期間において自己株式が969,514千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株

式が977,662千円となっております。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2025年４月１日

至  2025年12月31日）

減価償却費 1,946,791千円 1,682,223千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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